
PCR検査等
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医療機関による診察

保健所からの指示に基づき療養へ
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あり

陽性

なし

陰性

※登校・出勤後に体調不良を認めた場合はた
だちに帰宅すること

※体調不良時は、来学せず、外出や会食を控
えること

【復帰の目安】
次の条件をいずれも満たすこと
• 発症後に少なくとも8日が経過
• 解熱剤を内服しない状態で解熱後72時間が経過
• 咳や倦怠感等の症状が改善傾向

※ 当該フロー図は、主に体調不良時の対応を示すもので、業務や行事に関連してPCR検査等を受検した場合は対象外と
します。

※ 新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA）において、陽性者との接触の可能性がある等の通知を受けた場合は、速
やかにアプリの指示どおり相談先に連絡をしてください。

※ 医療従事者等は、所属先が定めるルールに従い対応してください。

濃厚接触の疑いのある者のフロー

濃厚接触者の
調査

濃厚接触者
等に特定 PCR検査等

【復帰の目安】
次の条件をいずれも満たすこと
• 体調不良の症状を発症していない
• 陽性者と最後に接触した日から７日
間の自宅での健康観察

【濃厚接触の疑いのある者】
①陽性者の症状が出る2日前から接触した者のうち、必要な感染予防策をせずに手で触れた場合
②対面で互いに手を伸ばしたら届く距離(1ｍ程度)で、必要な感染予防策なしで15分以上(密閉された空間なら15分未満でも)
接触した場合

③陽性者と同居あるいは長時間（車内、航空機内等を含む）の接触があった場合 等

濃厚接触の
疑いのある者

【復帰の目安】
・体調不良の症状を発症していない

※濃厚接触者の調査中の者及び濃厚接触者に特定されなかった者は、感染の疑いを完全に否定するものではありません。
不要不急の外出は控えるなど、他人へ感染させない行動に努め、濃厚接触者の調査中の者は、調査終了まで自宅での健康観察を実施
する。なお、濃厚接触者と特定されなかった者は、復帰後も継続して健康観察を実施する。

①息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱などの強い症状がある
②発熱や咳などの風邪症状がある（比較的軽い風邪症状も含む）
③発熱を認めないが体調不良を自覚する場合

体調が回復

※医療機関からの指示内容（PCR検査又は抗原
検査の実施予定等）をフォームで報告する。

※コールセンターを経ずに医療機関を受診し、
PCR検査等の対象となった場合も報告する。

体調が回復

体調が回復

PCR検査または抗原検査の実施
※PCR検査等の結果をフォームで報告する。

かかりつけ医や地域の医療機関または宮城県・仙台
市コールセンター（022-398-9211）へ相談
※指示内容は「報告フォーム」により報告する。

感染の疑い

医療機関の指示に従い行動

【復帰の目安】
次の条件をいずれも満たすこと

・発症後に少なくとも5日が経過
・症状を緩和させる薬剤（解熱剤を含む）を服用
していない状態で症状消失から72時間が経過

①の場合や高齢者、基
礎疾患のある方及び妊
婦の方はすぐに

②・③の場合は、自
宅で健康観察し、症
状が改善しないとき

体調不良者等は、下記のURLから「工学部・工学研究科新型コロナウイルス感染症報告フォーム」により、工学研究科新型コロナウイ
ルス感染症対策本部へ報告してください。また、学生は指導教員又はアドバイザー教員に、教職員は所属研究室・所属部署の上司に報
告してください。
https://www.eng.tohoku.ac.jp/news/covid19/detail-,-id,1602.html#covid19
工学研究科新型コロナウイルス感染症対策本部 eng-covid19@grp.tohoku.ac.jp

医療機関の指示に従い行動

https://www.eng.tohoku.ac.jp/news/covid19/detail-,-id,1602.html#covid19
mailto:eng-covid19@grp.tohoku.ac.jp

	スライド番号 1

